
パルシステムの商品は転売禁止です。【商品の返品・交換について】 ❶返品・交換ができる場合　●食品以外の商品でカタログとのイメージ違い　●代替品がお気に召さない　●商品不良　❷返品・交換ができない場合 ●食品、衛生用品（ティシュペーパー、
オーラル用品など）、化粧品、肌着、植物・種、ペットフード、ポイント景品、チケット　●指定により加工した商品（名前シールなど）　●購入者の責任により傷や汚れが生じた商品　❸返品・交換の方法 ●商品お届け後8日以内にパルシステムにご連絡ください。

商品についてのお問い合わせ

※ナビダイヤルは有料です。パルシステムの配送エリアからは固定
電話の場合、一律1分10円＋消費税でご利用いただけます。携帯
電話の場合は、ご本人の利用プランにより料金が異なります。

【商品情報ダイヤル】
■原材料、賞味期間、使い方、レシピなど

月～金曜日：10時～17時

お問い合わせをいただいた際、
お名前、組合員番号、電話番号を伺います。

0570-011-099
■CO・OP共済コープ共済センター
0120-50-9431 月～土曜日：

9時～18時

共済連保険事務センター
月～金曜日：
9時～17時30分0120-201-342

■各種保険

サービス事業課　　 月～金曜日：10時～17時0120-114-312

レシピは
こちらで検索

配達・利用についてのお問い合わせ
■配達、交換、返品、請求関係、休止、住所変更など

● よくある質問
● FAQ、問い合わせフォーム
　などもこちらからパルシステム  ヘルプ 検索

■カタログ「Caica（かいか）」チケット、雑誌年間購読、教材、国内旅行など
■カタログ「スクエア住まいとくらし」新築・リフォーム、太陽光発電、シロアリ防駆除、
   エアコンクリーニングなど住まいとくらしのサービス

※通話料は無料です。

※欠品情報案内後にあらたに欠品が発生する場合があります。

■欠品情報自動お知らせダイヤル
0120-829-804 （受付時間：注文用紙提出日翌日18時～商品配達日前日）

※通話料は無料です。その他のお問い合わせ

月～金曜日：9時～20時　土曜日：9時～17時
電話でのお問い合わせが必要な場合はこちらへ。

0120-868-014
通話料は無料です。

※お問い合わせ内容の確認とサービス向上のために、通話の内容を録音しております。

まずはヘルプ情報サイトへ
24時間チャットで対応しています

副原料
不分別

不分別

GMOにNO！
（飼料）

原料のなかで水を除く、構成比が5%以上のものは対象外の原料を使用しているが、5%未満の原料に不分
別の原料が使われている

牛乳、鶏卵、鶏肉等の飼料において遺伝子組換え作物の混入を防ぐため分別生産流通管理している商品

原料のなかで水を除く、構成比が5%以上のものに、不分別の原料が使われている

GMOにNO！
（食品）

生産・流通・製造段階において遺伝子組換え原料を排除した商品。主原料および副原料いずれかで遺伝子
組換えの混入を防ぐため、分別生産流通管理している商品。※ただし主原料が不分別の場合は、不分別

主原料および副原料において遺伝子組換え原料を排除し、検査においても不検出の商品不使用

アレルギーのある方は、商品包材の表示を必ずご確認ください。

表示品目 卵 乳 小麦 そば 落花生 えび かに 大豆

表示方法 卵 乳 麦 そ 落 え か 豆

※大豆を除く特定原材料に準ずる20品目については、表示しておりません。
※コンタミネーション表示については、特定原材料7品目と大豆で、かつ製
造者から情報提供をいただいた商品のみの表示となっています。（乳）（そ）
のように（ ）で表示しています。

■アレルゲンの表示■パルシステムの取り組みを表示■遺伝子組換え表示 遺伝子組換え対象作物を使用していない商品および青果・酒には表示しません。

原料のなかで水を除き、構成比が5％以上を主原料、5％未満を副原料とします。

※遺伝子組換え対象作物：大豆、とうもろこし、じゃがいも、菜種、綿実、アルファルファ、てん菜、パパイヤ、からしな
※GMOにNO！（飼料）の分別生産流通管理は、とうもろこしが対象。

青果・米・卵・酒・非食品を除くすべての商品のうち、原材料に特
定原材料7品目と大豆が含まれている商品には、その品目名を略
称で表示しています。

産直の精肉および100％
提携産地の水産品

容器包装や付属（ストロ
ーなど）のプラスチック
削減に取り組んだ商品

パルシステムが独自開発
したオリジナル商品

リユース・リサイクルする
もの（紙パック・びん類・
野菜の通い箱等）

組合員による商品開発チ
ームなどが、商品開発に
協力した商品

主原料で、かつ当該商品
を製造するうえで不可欠
な原料に産直品を使用し
ており、かつその原料が
100％産直品の加工品
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お米で超えてく
アクションスタート！

1年分のお米の注文を約束して「生産者
の米作りを応援」する仕組みです。田植え
前から予約をすることで、生産者は安心
して栽培に取り組むことができ、組合員に
とっても不作のときなどに優先的に米が届
く安心感があります。

2023年産の予約登録米の
申し込みについては同時配
付の『産直 365』をご覧く
ださい。

予約登録米
年産

受付開始！

木村 均
ひとし

さん
1957年生まれ。旧里見農協の時代
から農協職員として働きながら、自
身も兼業で米作りにあたっていた。
6年前に定年退職した後、専業農
家に。和牛の繁殖農家でもあり、夏
はすいか農家としての顔ももつ。

取材した人
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っ
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重くのしかかるコスト高騰

米作りを取り巻く課題

2～3ページで銘柄ごとの特徴を
紹介しています。予約登録の仕組みや
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JA秋田ふるさと（秋田県）
1998年発足。秋田県南部に広がる横手盆地の中央部に
位置し、冬は雪深く、夏は日照に恵まれる米栽培の好適地
です。パルシステムとは前身組織の時代から長年取り引きを
続けており、2006年には雄勝りんご生産同志会、JAこまち、
行政とともに「秋田南部圏食と農推進協議会」を設立。産地
ツアーをはじめとした交流活動も盛んに行っています。

2年前、コロナ禍で外食需要が激減し米価暴
落を招いた「米余り」。大幅な需給バランス調
整のため、国は農家に対し畑作や飼料用米へ
の転作を推奨し、主食用米の生産量を減らす
よう働きかけてきました。現在は一定のバラン
スを保てていますが、この逆風が長期化し米を
作る人が減り続けると、数年後には逆に供給
が足りなくなる可能性もあります。

この2～3年、さまざまな要因が重なって米作り
にかかるコストが高騰しています。とくに化学
肥料はウクライナ危機以降、世界中で原料が
ひっ迫し、価格が2倍にまで上昇。作業に欠か
せない農業機械やその燃料も値上がりし、利
益がほとんど出ていない農家も多い状況です。

※カタログにより注文番号が
異なりますのでご注意ください。パルシステムの『産直四原則』

❶生産者・産地が明らかであること　❷生産方法や出荷基準が明らかで生産の履歴がわかること　
❸環境保全型・資源循環型農業を目指していること　❹生産者と組合員相互の交流ができること パルシステム　産直

パルシステムの産直やツアーの情報はこちら！
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生産者と組合員の約束

予約登録米
ごはんの悩みを「ごはん」で解決

パルシステム
ごはん部

お米の今を知る「STUDY」や、今日か
らできるプチアクション「TRY TODAY」
など、食卓と田んぼのつながりに気付
けるコンテンツや、お米が食べたくな
る楽しい特集が盛りだくさん！

「お米で超えてく」
 特設サイト

4 /3（月）～
NEW OPEN

● 6月4回では、おうちで楽しむ「おすし」特集で新しい具材の
　組み合わせを発見！
● 8月4回には真夏でも食がすすむ「夏ごはん」をご提案。
● 10月は「新米」シーズンに合わせたさまざまな
　企画をご用意。お楽しみに！

COMING SOON…

『コトコト』では
こんな特別企画を準備中

ひとり当たりの
1日のお米消費量の変化

1962年度 約5杯

約3.3杯

約2.7杯

約2杯

1980年度

2000年度

2021年度

出典：農林水産省「米の消費拡大について」

お茶わん持ってみんな集まれ~
お米は、当たり前にあるものだと思っていませんか？

ほかほかの湯気に、つやつやのごはん。

いつだって食卓の中心にあるお米ですが、

今、私たちの食べる量がどんどん減り、作られなくなっています。

ひとり当たりの年間消費量は60年前の「半分以下」。

米作りに使われている田んぼの面積は、

この40年でなんと「42％」も減少しました。

作る量が減れば、生産者のくらしは苦しくなります。

田んぼがなくなれば、いのちを育む豊かな環境が失われます。

ずっとごはんをおいしく楽しく食べ続けるために、

お米を未来につなぐアクションを始めましょう

「今日のごはんどうしよう」「栄養バランス
が気になる」という食卓の悩みはごはん
（お米）を中心とした食生活で一挙解決！
ごはんをおいしく食べて、私と家族と日本
を元気に。

2023年4月3回
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レシピは
こちらで検索

配達・利用についてのお問い合わせ
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　などもこちらからパルシステム  ヘルプ 検索

■カタログ「Caica（かいか）」チケット、雑誌年間購読、教材、国内旅行など
■カタログ「スクエア住まいとくらし」新築・リフォーム、太陽光発電、シロアリ防駆除、
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■欠品情報自動お知らせダイヤル
0120-829-804 （受付時間：注文用紙提出日翌日18時～商品配達日前日）
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0120-868-014
通話料は無料です。

※お問い合わせ内容の確認とサービス向上のために、通話の内容を録音しております。

まずはヘルプ情報サイトへ
24時間チャットで対応しています

■配達、交換、返品、請求関係、休止、住所変更など

副原料
不分別

不分別

GMOにNO！
（飼料）

原料のなかで水を除く、構成比が5%以上のものは対象外の原料を使用しているが、5%未満の原料に不分
別の原料が使われている

牛乳、鶏卵、鶏肉等の飼料において遺伝子組換え作物の混入を防ぐため分別生産流通管理している商品

原料のなかで水を除く、構成比が5%以上のものに、不分別の原料が使われている

GMOにNO！
（食品）

生産・流通・製造段階において遺伝子組換え原料を排除した商品。主原料および副原料いずれかで遺伝子
組換えの混入を防ぐため、分別生産流通管理している商品。※ただし主原料が不分別の場合は、不分別

主原料および副原料において遺伝子組換え原料を排除し、検査においても不検出の商品不使用

アレルギーのある方は、商品包材の表示を必ずご確認ください。

表示品目 卵 乳 小麦 そば 落花生 えび かに 大豆

表示方法 卵 乳 麦 そ 落 え か 豆

※大豆を除く特定原材料に準ずる20品目については、表示しておりません。
※コンタミネーション表示については、特定原材料7品目と大豆で、かつ製
造者から情報提供をいただいた商品のみの表示となっています。（乳）（そ）
のように（ ）で表示しています。

■アレルゲンの表示■パルシステムの取り組みを表示■遺伝子組換え表示 遺伝子組換え対象作物を使用していない商品および青果・酒には表示しません。

原料のなかで水を除き、構成比が5％以上を主原料、5％未満を副原料とします。

※遺伝子組換え対象作物：大豆、とうもろこし、じゃがいも、菜種、綿実、アルファルファ、てん菜、パパイヤ、からしな
※GMOにNO！（飼料）の分別生産流通管理は、とうもろこしが対象。

青果・米・卵・酒・非食品を除くすべての商品のうち、原材料に特
定原材料7品目と大豆が含まれている商品には、その品目名を略
称で表示しています。

産直の精肉および100％
提携産地の水産品

容器包装や付属（ストロ
ーなど）のプラスチック
削減に取り組んだ商品

パルシステムが独自開発
したオリジナル商品

リユース・リサイクルする
もの（紙パック・びん類・
野菜の通い箱等）

組合員による商品開発チ
ームなどが、商品開発に
協力した商品

主原料で、かつ当該商品
を製造するうえで不可欠
な原料に産直品を使用し
ており、かつその原料が
100％産直品の加工品

「
カ
タ
ロ
グ
」に
掲
載
さ
れ
て

い
る
マ
ー
ク
に
つ
い
て

お米で超えてく
アクションスタート！

1年分のお米の注文を約束して「生産者
の米作りを応援」する仕組みです。田植え
前から予約をすることで、生産者は安心
して栽培に取り組むことができ、組合員に
とっても不作のときなどに優先的に米が届
く安心感があります。

2023年産の予約登録米の
申し込みについては同時配
付の『産直 365』をご覧く
ださい。

予約登録米
年産

受付開始！

木村 均
ひとし

さん
1957年生まれ。旧里見農協の時代
から農協職員として働きながら、自
身も兼業で米作りにあたっていた。
6年前に定年退職した後、専業農
家に。和牛の繁殖農家でもあり、夏
はすいか農家としての顔ももつ。

取材した人

「
米
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」

コ
ス
ト
高
と
米
余
り
の
二
重
苦

２
月
初
旬
の
秋
田
県
横
手
市
。白
く
覆

わ
れ
た
田
ん
ぼ
を
眺
め「
今
年
の
雪
は
少

な
い
ほ
う
だ
よ
」と
笑
顔
を
見
せ
る
の
は
、

生
産
者
の
木
村
均
さ
ん
。合
併
前
の
旧
里

見
農
協
の
時
代
か
ら
定
年
退
職
ま
で
30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
域
の
米
作
り

や
販
売
に
携
わ
っ
て
き
た
人
物
で
す
。

そ
ん
な
木
村
さ
ん
で
も
、
現
在
の
米
農

家
を
取
り
巻
く
状
況
の
こ
と
に
な
る
と

「
農
家
は
今
、
本
当
に
正
念
場
」と
眉
を
ひ

そ
め
ま
す
。

「
去
年
よ
り
今
年
の
ほ
う
が
も
っ
と
厳
し

く
な
る
と
思
う
。と
い
う
の
も
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
関
係
と
円
安
と
で
肥
料
価
格
が
す
ご

く
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。生
産
費
が
上

が
っ
て
い
る
の
に
、
米
が
余
っ
て
い
る
か

ら
と
販
売
単
価
が
上
が
ら
な
い
。だ
か
ら

農
家
は
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
も
自
分
の

労
賃
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。こ
の
ま
ま

で
は
米
を
作
る
人
が
い
な
く
な
る
よ
」

木
村
さ
ん
に
よ
る
と
、
昔
は
２
ha
も
あ

れ
ば
農
家
１
軒
が
１
年
食
べ
て
い
く
の
に

困
ら
な
い
だ
け
の
収
入
が
得
ら
れ
た
そ
う

で
す
。し
か
し
今
は
資
材
価
格
が
膨
れ
上

が
り
、
一
方
で
一
俵
あ
た
り
の
米
価
は
当

時
の
半
額
以
下
。20
ha
作
っ
て
も
米
だ
け

で
は
生
活
で
き
な
い
と
い
い
ま
す
。

「
だ
か
ら
農
家
は
後
継
者
が
い
な
く
な
っ

て
い
る
。若
い
人
は
勤
め
に
出
る
か
ら
、今

の〝
後
継
者
〟と
い
う
の
は
私
の
よ
う
な
定

年
退
職
し
て
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
。

そ
れ
で
10
年
も
た
せ
て
、次
の
人
に
渡
す
。

そ
う
や
っ
て
農
村
を
つ
な
い
で
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
よ
」

お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
が

農
家
も
食
卓
も
支
え
て
い
る

「
そ
う
い
う
厳
し
い
な
か
で
、
パ
ル
シ
ス

テ
ム
の
予
約
登
録
米
は
農
家
に
と
っ
て
も

嬉
し
い
も
の
。米
を
作
る
量
が
あ
る
程
度

需要と供給のバランスを維持する難しさ

重くのしかかるコスト高騰

米作りを取り巻く課題

2～3ページで銘柄ごとの特徴を
紹介しています。予約登録の仕組みや

申し込み方法は裏表紙で

読
め
る
の
で
、安
心
し
て
作
れ
る
ん
で
す
」

と
木
村
さ
ん
。も
と
も
と
は
１
９
９
3
年

の
大
不
作
に
よ
る〝
米
不
足
〟か
ら
始
ま
っ

た「
予
約
登
録
米
」の
仕
組
み
。か
つ
て
食

卓
の
危
機
を
守
っ
て
く
れ
た
作
り
手
を
、

食
べ
る
側
が
守
っ
て
い
く
時
代
が
き
て
い

る
─
─
そ
う
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
協
職
員
時
代
、全
国
各
地
へ
販
売
促
進

に
赴
い
て
き
た
木
村
さ
ん
。さ
ま
ざ
ま
な
取

引
先
と
比
べ
て
も
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
の
関

係
は
特
別
な
も
の
だ
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
パ
ル
シ
ス
テ
ム
に
出
す
米
は〝
う
ま
み
の

あ
る
〟米
。う
ま
い
米
と
う
ま
み
の
あ
る
米

は
違
う
ん
で
す
よ
。う
ま
い
か
ど
う
か
は

最
終
的
に
食
べ
る
人
が
評
価
す
る
も
の
。

〝
う
ま
み
〟と
い
う
の
は
、信
頼
関
係
。交
流

事
業
で
来
て
く
れ
た
方
々
が
、
田
植
え
や

稲
刈
り
を
体
験
す
る
。初
め
て
や
る
と
楽

し
い
け
ど『
農
家
は
毎
日
そ
の
重
労
働
を

や
っ
て
る
ん
だ
よ
』と
言
う
と
、農
家
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
る
。こ
れ
が〝
う
ま
み
〟

な
ん
だ
よ
」

と
く
に
農
薬
削
減
で
の
米
作
り
は
手
間

や
時
間
が
か
か
り
、
害
虫
や
病
気
の
リ
ス

ク
も
大
き
く
、
天
候
不
順
の
際
に
収
穫
量

が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。実
情
を
理
解
し
合
え

る
関
係
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な
の

だ
そ
う
で
す
。「
組
合
員
さ
ん
に
今
言
い
た

い
の
は
、
大
変
で
も
精
一
杯
作
り
ま
す
の

で
、
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
農
家
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
。そ
れ

に
尽
き
ま
す
」

（
写
真
／
深
澤
慎
平
、

文
／
西
谷
真
実
）

JA秋田ふるさと（秋田県）
1998年発足。秋田県南部に広がる横手盆地の中央部に
位置し、冬は雪深く、夏は日照に恵まれる米栽培の好適地
です。パルシステムとは前身組織の時代から長年取り引きを
続けており、2006年には雄勝りんご生産同志会、JAこまち、
行政とともに「秋田南部圏食と農推進協議会」を設立。産地
ツアーをはじめとした交流活動も盛んに行っています。

2年前、コロナ禍で外食需要が激減し米価暴
落を招いた「米余り」。大幅な需給バランス調
整のため、国は農家に対し畑作や飼料用米へ
の転作を推奨し、主食用米の生産量を減らす
よう働きかけてきました。現在は一定のバラン
スを保てていますが、この逆風が長期化し米を
作る人が減り続けると、数年後には逆に供給
が足りなくなる可能性もあります。

この2～3年、さまざまな要因が重なって米作り
にかかるコストが高騰しています。とくに化学
肥料はウクライナ危機以降、世界中で原料が
ひっ迫し、価格が2倍にまで上昇。作業に欠か
せない農業機械やその燃料も値上がりし、利
益がほとんど出ていない農家も多い状況です。

※カタログにより注文番号が
異なりますのでご注意ください。パルシステムの『産直四原則』

❶生産者・産地が明らかであること　❷生産方法や出荷基準が明らかで生産の履歴がわかること　
❸環境保全型・資源循環型農業を目指していること　❹生産者と組合員相互の交流ができること パルシステム　産直

パルシステムの産直やツアーの情報はこちら！
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お米の今を知る「STUDY」や、今日か
らできるプチアクション「TRY TODAY」
など、食卓と田んぼのつながりに気付
けるコンテンツや、お米が食べたくな
る楽しい特集が盛りだくさん！

ひとり当たりの
1日のお米消費量の変化

1962年度 約5杯

約3.3杯

約2.7杯

約2杯

1980年度

2000年度

2021年度

出典：農林水産省「米の消費拡大について」

お茶わん持ってみんな集まれ~
お米は、当たり前にあるものだと思っていませんか？

ほかほかの湯気に、つやつやのごはん。

いつだって食卓の中心にあるお米ですが、

今、私たちの食べる量がどんどん減り、作られなくなっています。

ひとり当たりの年間消費量は60年前の「半分以下」。

米作りに使われている田んぼの面積は、

この40年でなんと「42％」も減少しました。

作る量が減れば、生産者のくらしは苦しくなります。

田んぼがなくなれば、いのちを育む豊かな環境が失われます。

ずっとごはんをおいしく楽しく食べ続けるために、

お米を未来につなぐアクションを始めましょう

「今日のごはんどうしよう」「栄養バランス
が気になる」という食卓の悩みはごはん
（お米）を中心とした食生活で一挙解決！
ごはんをおいしく食べて、私と家族と日本
を元気に。

● 6月4回「のっけごはん」特集では、たんぱく質も野菜もとれる
　ワンプレートごはんを提案。
● 9月にはお米を別の形で楽しむ「米粉」特集を準備中。
● 10月は「新米」シーズンに合わせたさまざまな
　企画をご用意。お楽しみに！

COMING SOON…

『Kinari』では
こんな特別企画を準備中

4 /3（月）～
NEW OPEN

生産者と組合員の約束

予約登録米
ごはんの悩みを「ごはん」で解決

パルシステム
ごはん部

「お米で超えてく」
 特設サイト

2023年4月3回




